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（
１
）
費
用

　

費
用
に
つ
い
て
は
、
新
施
設
建

設
に
よ
る
町
単
独
運
営
と
広
域
運

営
に
加
入
の
場
合
で
は
、
左
の
比

較
表
の
よ
う
に
格
段
の
差
が
あ
り

ま
す
。

　

新
施
設
建
設
に
つ
い
て
は
、
多

額
の
費
用
が
必
要
で
あ
り
、
新
た

な
用
地
確
保
に
も
多
く
の
費
用
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
運
営
費
も
含

め
て
将
来
の
負
担
が
増
え
ま
す
。

　

一
方
、
広
域
運
営
に
加
入
の
場

合
は
、
人
口
割
り
や
利
用
の
数
に

基
づ
い
て
智
頭
町
の
負
担
金
が
決

ま
る
た
め
、新
施
設
建
設
に
比
べ
、

費
用
は
少
額
と
な
り
ま
す
。

あ
ら
ま
し

検
討
し
た
内
容

　

町
営
火
葬
場
は
、
昭
和
40
年

に
設
置
し
現
在
ま
で
稼
働
し
て

き
ま
し
た
が
、
耐
用
年
数
の
50

年
を
超
え
て
老
朽
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

※
鳥
取
県
東
部
広
域
行
政
管

理
組
合
が
運
営
す
る
火
葬
場

「
因
幡
霊
場
」
の
建
設
計
画
当

初
の
平
成
６
年
に
は
、
他
の
市

町
村
同
様
、
智
頭
町
も
広
域
運

営
に
加
入
す
る
か
否
か
の
議
論

が
な
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
当
時
、

町
営
火
葬
場
の
建
築
経
過
年
数

は
30
年
弱
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ

使
用
出
来
る
と
の
判
断
か
ら
広

域
運
営
加
入
は
見
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
将
来
町
営
火
葬
場

が
使
用
出
来
な
く
な
っ
た
時
に

は
、
広
域
運
営
に
加
入
す
る
意

向
を
持
ち
な
が
ら
、
修
繕
を
重

ね
今
日
ま
で
使
用
し
て
き
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
間
、
何

度
か
議
会
か
ら
の
質
問
に
答
え

る
こ
と
で
こ
の
意
向
を
お
伝
え

し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
に
入
っ
て
、
い
よ
い
よ

施
設
の
継
続
が
難
し
く
な
り
、

広
域
運
営
加
入
か
、
あ
る
い
は
新

し
い
火
葬
場
の
建
設
に
つ
い
て
、

ご
意
見
を
伺
う
た
め
、
住
民
説
明

会
を
春
に
各
地
区
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

残
し
て
ほ
し
い
と
の
ご
意
見
も

あ
り
ま
し
た
が
、
将
来
の
人
口
減

少
や
費
用
負
担
の
こ
と
を
思
う
と

広
域
運
営
へ
の
加
入
も
や
む
な
し

と
い
っ
た
ご
意
見
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。

　

今
後
の
方
針
を
決
め
る
た
め
、

新
た
な
施
設
建
設
・
運
営
費
用
と

広
域
運
営
へ
の
加
入
費
用
の
比
較

や
人
口
と
税
収
の
将
来
見
通
し
、

今
後
の
火
葬
件
数
の
予
想
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た

が
、や
は
り
広
域
運
営
に
加
入
し
、

「
因
幡
霊
場
」
を
利
用
す
る
の
が

最
善
の
方
法
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

こ
の
検
討
内
容
や
因
幡
霊
場
の

概
要
な
ど
を
お
伝
え
す
る
た
め
、

10
月
に
再
度
、
各
地
区
に
出
向
き

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
の
中
で
は
、「
使
用
料

が
上
が
っ
て
も
建
設
し
て
ほ
し

い
」「
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
減
ら
し

て
で
も
残
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ

た
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
概

ね
の
方
は
、「
人
口
減
少
が
予
想

さ
れ
、
将
来
の
負
担
を
考
え
れ
ば

広
域
加
入
が
時
代
の
流
れ
で
は
な

い
か
」
と
の
ご
意
見
で
あ
っ
た
と

町
と
し
て
は
受
け
止
め
ま
し
た
。

　

現
在
こ
れ
を
受
け
、
来
年
度
の

早
い
時
期
に
広
域
運
営
へ
の
加
入

が
出
来
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

鳥取県東部広域行政管理組合「因幡霊場」

火葬業務を広域化へ

火葬場業務を

広域化へ
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（
２
）
自
主
財
源(

税
収)

の

推
移　
　

　

今
後
、
人
口
減
少
に
よ
り
税
収
の

減
収
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
10
年

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
発

表
し
て
い
る
人
口
で
は
３
，
８
７
０

人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

智
頭
町
は
、
移
住
定
住
、
子
育
て

支
援
な
ど
様
々
な
施
策
を
講
じ
、
目

標
人
口
を
５
，
０
０
０
人
と
し
て
い

ま
す
が
、
人
口
は
確
実
に
減
っ
て
い

き
ま
す
。

（
３
）
火
葬
場
の
利
用
件
数

　

火
葬
場
の
利
用
件
数
は
、
平
成
29

年
度
は
１
５
４
件
で
し
た
が
、
10
年

後
の
予
想
は
１
７
０
件
で
利
用
件
数

の
ピ
ー
ク
と
考
え
ら
れ
、
２
０
３
０

年
度
の
予
想
は
１
６
０
件
、
２
０
４

０
年
度
の
予
想
は
１
２
０
件
と
な

り
、
そ
れ
以
降
も
減
り
続
け
ま
す
。

（
４
）
用
地
確
保

　

火
葬
場
は
重
要
な
施
設
で
す
が
、

必
ず
し
も
歓
迎
さ
れ
る
施
設
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

新
た
な
建
設
場
所
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
り
、
用
地
確
保
、
施
設
建
設
、

周
辺
整
備
な
ど
に
長
期
の
時
間
を
要

し
ま
す
。

（
５
）
因
幡
霊
場　
　
　
　

　

因
幡
霊
場
は
、
建
設
当
時
か
ら
東

部
１
市
４
町
の
人
口
を
考
慮
し
て
建

設
さ
れ
て
い
る
上
に
、
将
来
火
葬
件

数
が
増
え
た
場
合
に
備
え
、
火
葬
炉

増
設
の
た
め
の
予
備
ス
ペ
ー
ス
が
設

け
て
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
火
葬
可
能
件
数
は
１
日
最

大
17
件
で
、
平
成
29
年
度
の
１
日
平

均
火
葬
件
数
は
８
件
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
智
頭
町
が
加
入
し
て

も
充
分
対
応
が
で
き
ま
す
。

（
６
）
広
域
利
用
に
つ
い
て

　

智
頭
町
よ
り
広
域
運
営
の
火
葬
場

に
遠
い
市
町
で
も
、
20
年
以
上
前
か

ら
広
域
利
用
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

「
特
段
の
支
障
は
な
い
」
と
聞
い
て

い
ま
す
。

　

葬
儀
に
か
か
る
日
数
は
、
現
在
と

か
わ
ら
ず
基
本
は
１
日
で
済
み
ま

す
。

　

ま
た
、
火
葬
場
の
利
用
予
約
は
、

電
話
に
よ
り
24
時
間
対
応
可
能
の
た

め
、
今
よ
り
日
程
が
調
整
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

個
人
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
火
葬

場
の
使
用
料
が
現
在
の
２
万
円
か
ら

２
万
５
千
円
に
５
千
円
増
え
ま
す

し
、マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
の
使
用
料
が
、

現
在
よ
り
増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

間
で
人
口
は
１
，
３
６
３
人
減
り
、

税
収
も
１
億
１
，
５
０
０
万
円
減
額

に
な
り
ま
し
た
。

　

人
口
が
減
少
す
れ
ば
、
税
収
も
減

っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
歳
入
の
半
分

を
占
め
る
地
方
交
付
税
も
人
口
減
に

伴
い
減
額
と
な
り
ま
す
。
自
主
財
源

が
減
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
使
え
る
お
金
も
少
な
く
な
り
ま

す
。　

　

２
０
４
０
年
人
口
推
計
は
、
総
合

戦
略
で
は
、
４
，
１
２
４
人
、
国
立

★
平
成
19
年(

２
０
０
７
年
度)

　

人
口
８
，
５
１
７
人　

　

税
収　

８
億
３
，
７
０
０
万
円

★
平
成
29
年(

２
０
１
７
年
度)

　

人
口
７
，
１
５
４
人　

　

税
収　

７
億
２
，
２
０
０
万
円

費　用　比　較

火葬場業務を

広域化へ

●新施設建設による町単独運営の場合　
ア）建設費用（建設費・設計監理費のみ）３億円

　内容：建物３５０㎡　火葬棟のみ・火葬炉　２基

（建設地は未定です。用地取得費・造成等周辺環境整備費な

　どは含んでいません）

・建設費は起債（借金）ですが、有利な起債（過疎債）を借

　りることが出来ない場合は全額自主財源となり、利子を含

　めて３億２，７１２万円必要になります。

イ）運営費（年額）１，４００万円

　内訳：人件費・燃料費・修繕料など

借入金の償還が終わる 18 年間の建設費と運営費の合計

・有利な起債を借りることが出来た場合

　負担額 5 億 4,831 万円（実質負担額 3 億 3,669 万円）

・有利な起債を借りることが出来なかった場合

　負担額 5 億 7,311 万円

●広域運営に加入の場合　
ア）参加負担金（建設費相当額）

　約６，５００万円　（加入当初１回のみ）

イ）負担金 ( 運営費：年 )　　　　１５０万円

　（平成 30 年東部広域予算・人口割・150 件利用で試算）

○上記の場合と比較するため、１８年間の負担金の合計を参 

　考として計算すると９，２００万円になります。
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